
（参考様式４） 

事業活用活性化計画目標評価報告書 

活性化計画名 平取町活性化計画 

計画主体名 計画主体コード 計画番号 計画期間 実施期間 

平取町 １６０２１ １ H24～H26 H24 

活性化計画の区域 

平取町地区 

 

 

１ 事業活用活性化計画目標の達成状況 

事業活用活性化計画目標 目標値Ａ 実績値Ｂ
達成率(％) 
Ｂ／Ａ 

 
備 考 

 
地域産物の販売量の増加 21.37％ 22.90％ 107.2％  

     
  
（コメント） 

 

 

（記入例）交流人口の増加の場合 

目標値Ａ＝（目標値／現状値）×100-100、実績値Ｂ＝（実績値／現状値）×100-100 

 

２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果 

事業メニュー名 事業内容及び事業量 事業実施主体 

農林水産物処理加工施設 
撹拌脱泡装置（620 ㍑）３台

真空ポンプ ３台 
給排水・電気設備一式 

びらとり農業協同組合

管理主体 事業着工年度 事業竣工年度 供用開始日 

平取町 平成 25 年度 平成 25 年度 平成 25 年 6 月 11 日 

事業の効果 

平取町の代表農産物であるトマトの生産・販売量の確保のため、担い手対策等によりびらと

りトマト「ニシパの恋人」フランドの確立と維持に努めていますが、派生的に生産する規格

外品の付加価値を高め出荷できるジュースの生産効率向上は、農家収入の増加による経営安

定化を図り、魅力ある農家経営を可能とすることで、後継者や新規就農者及び工場従事者の

定住促進に繋がっている。 

 

３ 総合評価 

（コメント） 

 

 

 



４ 第三者の意見 

（コメント） 

現在、好調を維持している平取町の代表農産物のトマトであるが、今後においては産地維

持のため、農業後継者及び生産者確保等の将来にわたる諸問題の解決が必要不可欠である。

その方策として農家の収入増加及び地域の雇用創出にも繋がる六次産業化の推進は有効で

あると考えられ、今計画により諸問題の解決に向けその一助となり地域の活性化に繋がっ

た。 

アンビシャス（新規就農者支援団体）代表

 

【 記入要領 】 

 ⑴ 計画主体コード、計画番号は年度別事業実施計画に記入した番号とすること。 

 ⑵ 「１ 事業活用活性化計画目標の達成状況」のコメントには、目標が未達成となった場合

は、その理由を記入すること。また、達成状況が低調である場合は実施要綱第８の２の（１）

及び（２）に基づき改善計画を作成し、農林水産大臣に提出すること。 

 ⑶ 「２ 目標達成のために実施した各事業の実施により発現した効果（農村漁村の活性化に

関連する効果）を幅広に記入すること。 

 

※達成率等算出根拠資料（参考様式４添付資料）を添付すること。 


